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　　　　　　　　　　　　　　　　卒業生や在校生も脱明に参加

　中学校の夏休みも終わり近くの８月　明に続いて，卒業峰として，現在医科

29日出午後，第１回学校説明会を開催　大学３年生の宇野香=lさんが脱明に加

Ｌた。全国から保護者を含め14組32名　わってくれた。本校で学んだ３年間を

の参加があり，来年度の受験生が中心　振り返り，受験した時の思い，入学し

であった。　　　　　　　　　　　た時の不安と友だちとの出会い。学校

　後藤校長の挨拶，岩佐広報課長の説　生活で得た自律・l'1,Z心，学習習慣と

体験談を話す医大３年生宇野香美さん

大学に進学した時の経験など心をこめ

て語りかけ，話し終わると参加者から

盛大な拍手が起こった。寮案内や質問

ブースも２，３年生の在校生か行い，

多くの質問を受けた｡保護者の方から，

「しっかりしておられますね」という

生徒による男子寮の説明

国際理解講演会

お褒めの言葉もあ

った。

　第２回は，10月

18日(日)の午前，第

３回はI1月21日出

の午後に予定して

おり，参加者の増

加を期待している。

ＡＭＤＡの活動から「救える命があればどこへでも」

　　　　　　　　　AMDA緊急救援医療事業ｼﾆｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ津曲兼司　先生

　９月10日困の６・７時限，AMDA

の緊急救援医療事業シニアアドバイザ

ーである津曲兼司先生を招き，今年度

の国際理解講演会を開催した。

　まず，文科系の学生だった先生か医

学部へと転進した動機，それに繋がる

アフリカ・ケニアでの体験や新たな価

値観の構築について話された｡さらに，

目標を達成するためのユニークな発想

と努力や工夫についても言及された。

将来の医師を目指す本校の生徒にとっ

ても参考になる点が多々あったと思う。

　次に，ＡＭＤＡチームの中心的な医

師として，ソマリアやバングラデシュ

などの難民や被害者の救援活動に当た

った時の様子，阪神・淡路大震災では

真っ先に現地に入られた医師団として

j2

の苦労やとっさの機転の必要性，さら

に今年４月に起きたイタリア大地震の

被災地での救援活動の様子など，平時

の医療活動とは令く叫なった状況での

緊急救援医療の実態を，現地での写真

を交えながら情熱的に話された。本校

の将来の医師たちも惹きつけられるよ

うに聞き入っていた。

　先生の話の中で特に印象に残っ

たのは．難民救援活動や緊急医療

活動においては．いかにすばやく

的確な状況判断をくだすかという

こと，また時には冷酷とも思える

処置を最小の被害を念頭に置いて

行わねぱならないということ，そ

して救援活動やボランティア活動

は最終的には現地の人たちの自立

に繋がるものでなければならないとい

うことだった。

　　　　　　　　　　　　(秋山怜)

　(追記)

　津曲先生はスマトラ地震の被災者支

援のため，ＡＭＤＡより急濾現地に派

遣され，10月２日から現地での医療拠

点の整備，情報活動を始めた。
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